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(57)【要約】
【課題】本発明は、操作性の向上を図ることができる乾
燥装置を提供することを目的とする。
【解決手段】乾燥装置１は、吸気口３１２と吐出口３１
７とを有する筺体３と、筺体３内に収容された送風部９
と、送風９と吐出口３１７との間に設置されたヒータ６
１１と、筺体３の背面部３１ｃに隣接し吐出口３１７が
設けられた上面部３１ｄと、筺体３１ｄの外側で吐出口
３１７に一端が取り付けられたホース５と、筺体３の背
面部３１ｃに対向する正面側の上面部３１ｄからホース
５の一端と同方向に延出する把持部３３０と、ホース５
と把持部３３０との間に形成された空間部４とを有して
いる。
【選択図】図１２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　吸気口と吐出口とを有する筺体と、
　前記筺体内に収容された送風手段と、
　前記送風手段と前記吐出口との間に設置された加熱手段と、
　前記筺体の背面部に隣接し前記吐出口が設けられた上面部と、
　前記筺体の外側で前記吐出口に一端が取り付けられたホースと、
　前記筺体の背面部に対向する正面側の前記上面部から前記ホースの一端と同方向に延出
する把持部と、
　前記ホースと前記把持部との間に形成された空間部と
　を有する乾燥装置。
【請求項２】
　前記ホースは、
　前記筺体の背面部に沿う方向から前記吐出口に取り付けられた筒形状のホース取付部と
、
　前記ホース取付部に取り付けられた屈曲自在な屈曲部とを更に備える
　請求項１に記載の乾燥装置。
【請求項３】
　前記把持部の前記前面部に対向する第１面と、前記ホース取付け部の前記背面部に対向
する第２面とは、平行である
　請求項２に記載の乾燥装置。
【請求項４】
　前記上面部から前記ホースの一端と同方向に延出する前記把持部の長さは、前記ホース
取付部の長さより短い
　請求項２又は３に記載の乾燥装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、布団や衣類などの生活用品を乾燥する乾燥装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　布団などの生活用品を乾燥する乾燥装置が知られている（例えば特許文献１）。このよ
うな乾燥装置によって例えば布団などの大型の乾燥対象物を乾燥する場合、一般的に乾燥
装置は、大型の乾燥対象物に挟まれた状態で使用される。
　しかしながら、乾燥装置に対する大型の乾燥対象物の配置基準が明確でなく、この乾燥
対象物が必要以上に乾燥装置に被されてしまい、乾燥装置の操作性が低下するという問題
がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】実開昭６４－４３９４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明の目的は、操作性の向上を図ることができる乾燥装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記課題を解決するために、本発明の一態様に係る乾燥装置は、吸気口と吐出口とを有
する筺体と、前記筺体内に収容された送風手段と、前記送風手段と前記吐出口との間に設
置された加熱手段と、前記筺体の背面部に隣接し前記吐出口が設けられた上面部と、前記
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筺体の外側で前記吐出口に一端が取り付けられたホースと、前記筺体の背面部に対向する
正面側の前記上面部から前記ホースの一端と同方向に延出する把持部と、前記ホースと前
記把持部との間に形成された空間部とを有することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明の一態様によれば、操作性の向上を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本発明の一実施形態による乾燥装置の外観を示す斜視図である。
【図２】本発明の一実施形態による乾燥装置の外観を示す正投影図である。
【図３】本発明の一実施形態による乾燥装置に備えられた筐体の分解斜視図である。
【図４】本発明の一実施形態による乾燥装置の分解斜視図である。
【図５】本発明の一実施形態による乾燥装置に備えられた主回路基板及び操作回路基板の
回路ブロック図である。
【図６】本発明の一実施形態による乾燥装置に備えられた操作回路基板に設けられた抵抗
値測定回路の回路ブロック図である。
【図７】本発明の一実施形態による乾燥装置の外観を示す図であって、乾燥装置に備えら
れた筐体の蓋部及びホースを取り除いた状態の斜視図である。
【図８】本発明の一実施形態による乾燥装置の外観を示す図であって、乾燥装置に備えら
れた筐体の正面パネル及びホースを取り除いた状態の正面図である。
【図９】本発明の一実施形態による乾燥装置に備えられた送風部及び送風路の正投影図で
ある。
【図１０】本発明の一実施形態による乾燥装置に備えられた送風路の正投影図である。
【図１１】本発明の一実施形態による乾燥装置に備えられた送風路の外観を示す図である
。
【図１２】本発明の一実施形態による乾燥装置を説明する図であって、図２に示すＡ－Ａ
線で切断した断面図である。
【図１３】本発明の一実施形態による乾燥装置の外観を示す図であって、ホース取付部材
を取り除いた状態の背面側の斜視図である。
【図１４】本発明の一実施形態による乾燥装置を説明する図であって、図２に示すＢ－Ｂ
線及びＣ－Ｃ線で切断した断面図である。
【図１５】本発明の一実施形態による乾燥装置に備えられたノズルの正投影図である。
【図１６】本発明の一実施形態による乾燥装置に備えられたノズルに挿入されるアロマケ
ースの斜視図である。
【図１７】本発明の一実施形態による乾燥装置の空気の流れを説明する図である。
【図１８】本発明の一実施形態による乾燥装置の使用状態を説明する図である。
【図１９】本発明の一実施形態の変形例による乾燥装置の外観を示す斜視図である。
【図２０】本発明の一実施形態の変形例による乾燥装置の外観を示す背面図である。
【図２１】本発明の一実施形態の変形例による乾燥装置に備えられたホース収容部の近傍
を拡大した拡大図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　以下、本発明の一実施形態による乾燥装置について図１から図２１を用いて説明する。
本実施形態による乾燥装置１は、布団や衣類などの生活用品を乾燥する装置である。
【０００９】
　まず、本実施形態による乾燥装置１の全体構成について図１から図４を用いて説明する
。図１は、乾燥装置１の外観を示す斜視図である。図１（ａ）は、右正面下方から見た乾
燥装置１の外観を示す斜視図であり、図１（ｂ）は、右背面下方から見た乾燥装置１の外
観を示す斜視図である。図２は、乾燥装置１の外観を示す正投影図である。図２中上段に
は、乾燥装置１の平面図が図示され、図２中中段には、左から乾燥装置１の左側面図、正
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面図、右側面図及び背面図がこの順に図示され、図２中下段には、乾燥装置１の底面図が
図示されている。図３は、乾燥装置１に備えられた筐体３の分解斜視図である。図４は、
乾燥装置１の分解斜視図である。図５は、乾燥装置１に備えられた主回路基板３５０及び
操作回路基板３２３の回路ブロック図である。なお、図５では、理解を容易にするため、
主回路基板３５０に接続された商用交流電源１０１、モータ９１、ヒータ６１１、サーモ
スタット６１４及び温度ヒューズ６１３と、操作回路基板３２３に接続されたサーミスタ
８１，６２１とが併せて図示されている。図６は、操作回路基板３２３に設けられた抵抗
値測定回路の回路ブロック図である。なお、図６では、理解を容易にするため、商用交流
電源１０１と、主回路基板３５０に実装されているＡＣ／ＤＣコンバータ７５と、サーミ
スタ８１，６２１とが併せて図示されている。
【００１０】
　図１及び図２に示すように、乾燥装置１は、全体的に直方体形状を有する筐体３と、筐
体３の上面側に突出して設けられたホース５とを有している。筐体３は、正面側に配置さ
れる正面パネル（筐体の正面部の一例）３２と、ホース５が設けられて背面側に配置され
る本体部３１とを有している。ホース５は、筐体３の外側に伸びて筐体３に形成された吐
出口３１７（詳細は後述）に一端が取り付けられている。
【００１１】
　図３に示すように、本体部３１は、正面パネル３２側が開口した箱形状を有している。
本体部３１は、乾燥対象物に温風を吐出するための種々の装置（詳細は後述する）を収容
する収容空間３００を有している。収容空間３００は、第１側壁３１ａ、底面部３１ｅ、
第２側壁３１ｂ、上面部（吐出口が形成された側壁の一例）３１ｄ及び背面部３１ｃとで
囲まれて形成されている。第１側壁３１ａは、筐体３の右側面側に配置されている。第２
側壁３１ｂは、筐体３の左側面側であって第１側壁３１ａに対向して配置されている。底
面部３１ｅは、筐体３の底面側に配置されて第１及び第２側壁３１ａ，３１ｂに挟まれて
配置されている。底面部３１ｅは、第１及び第２側壁３１ａ，３１ｂに直交している。上
面部３１ｄは、筐体３の平面側（上面側）に配置されて第２側壁３１ｂ及び第１側壁３１
ａの間に配置されている。背面部３１ｃは、筐体３の背面側に配置されて第１及び第２側
壁３１ａ，３１ｂ、底面部３１ｅ並びに上面部３１ｄに直交して配置されている。背面部
３１ｃは、第１及び第２側壁３１ａ，３１ｂのそれぞれの長辺側の一辺から延出されて形
成されている。背面部３１ｃは、第１及び第２側壁３１ａ，３１ｂ並びに上面部３１ｄ及
び底面部３１ｅと隣接している。
【００１２】
　第１及び第２側壁３１ａ，３１ｂ並びに背面部３１ｃ及び底面部３１ｅは、ほぼ平坦な
外表面を有している。第１及び第２側壁３１ａ，３１ｂ並びに背面部３１ｃ及び底面部３
１ｅが互いに接するそれぞれの角部は、丸みを帯びた形状に形成されている。上面部３１
ｄの角部には、後述するホース収容部８が設けられている。このため、上面部３１ｄは、
一部が底面部３１ｅ側に落ち込んだ段差形状を有している。また、第１側壁３１ａは、ホ
ース収容部８の設けられた領域分だけ上面部３１ｄ及び背面部３１ｃ側が切り欠かれた形
状を有している。また、背面部３１ｃも同様に、ホース収容部８の設けられた領域分だけ
上面部３１ｄ及び第１側壁３１ａ側が切り欠かれた形状を有している。
【００１３】
　図１及び図２に戻って、筐体３は、第１側壁３１ａに着脱自在に設けられた蓋部２を有
している。蓋部２は、後述するコード収納部３１４（図３参照）に収納した電源コード（
不図示）が筐体３の外部に飛び出すのを防止するために設けられている。蓋部２は、第１
側壁３１ａのほぼ中央部から背面部３１ｃ及び底面部３１ｅと隣接する各辺にまで至る薄
板矩形状を有している。蓋部２には、長方形状に形成された複数の貫通穴で構成された吸
気口２１が形成されている。吸気口２１は、乾燥対象物に送風する温風を生成するための
空気を筐体３の収容空間３００に吸気するために設けられている。また、蓋部２には、正
面パネル３２側にツマミ部２２が設けられている。ツマミ部２２は、第１側壁３１ａに形
成された穴部３１５（図３参照）と係止可能に形成されている。ツマミ部２２を吸気口２
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１側に引き寄せることにより、ツマミ部２２と穴部３１５との係止状態が解除されて、蓋
部２は筐体３から外れるようになっている。蓋部２は、底面部３１ｅ及び背面部３１ｃと
が交わる角部に切欠き部２３を有している。蓋部２が第１側壁３１ａに取り付けられてい
ると、切欠き部２３は、背面部３１ｃとともに開口を形成する。この開口は、電源コード
の引き出し部となる。このため、乾燥装置１を使用する際にコード収納部３１４から引き
出された電源コードをこの開口に通すことにより、蓋部２を第１側壁３１ａに取り付けた
状態でも電源コードを乾燥装置１の外部に引き出すことができる。これにより、乾燥装置
１は、蓋部２を第１側壁３１ａに取り付けた状態で動作することができる。
【００１４】
　図３に示すように、蓋部２（図３では不図示）によって覆われる第１側壁３１ａの領域
には、吸気口（第１吸気口の一例）３１２と、コード収納部３１４を外部に向けて開口す
る開口部３１４ａとが設けられている。吸気口３１２は、乾燥対象物に送風する温風を生
成するための空気を筐体３の収容空間３００に吸気するために設けられている。吸気口３
１２は、長方形状に形成された複数の貫通穴で構成されている。吸気口３１２は、蓋部２
を筐体３に取り付けた際に、吸気口２１と対応する位置に設けられている。また、吸気口
３１２を構成する複数の貫通穴は、蓋部２を筐体３に取り付けた際に、蓋部２を構成する
複数の貫通穴と重なるようになっている。これにより、蓋部２を筐体３に取り付けた状態
で乾燥装置１を動作させても、乾燥装置１は、効率よく外気を収容空間３００に吸気する
ことができる。
【００１５】
　底面部３１ｅには、吸気口（第２吸気口の一例）３１３が設けられている。吸気口３１
３は、長方形状に形成された複数の貫通穴によって構成されている。吸気口３１３は、乾
燥対象物に送風する温風を生成するための空気を筐体３の収容空間３００に吸気するため
に設けられている。底面部３１ｅは、吸気口３１３の周囲に設けられた複数（本例では４
つ）の脚部（凸部の一例）３３を有している。脚部３３は、底面部３１ｅから筐体３の外
部に向かって突出して形成されている。脚部３３は、筐体３の外部に向かって突出して形
成されているため、乾燥装置１を所定場所に載置したときに、底面部３１ｅと当該所定場
所との間に脚部３３の高さ分だけの隙間を形成できる。このため、底面部３１ｅを所定場
所に対面させて乾燥装置１を使用する場合にも、乾燥装置１は、脚部３３によって形成さ
れる隙間から吸気口３１３を介して筐体３の収容空間３００に空気を吸気できる。
【００１６】
　乾燥装置１は、筺体３の設置状態によって自機（すなわち乾燥装置１）の動作を停止又
は継続させる動作スイッチ部７３（図５参照）を有している。動作スイッチ部７３は、例
えば後述する主回路基板３５０に設けられている。また、乾燥装置１は、乾燥装置１の設
置状態を検知するセンサ（図５参照）を例えば主回路基板３５０に備えている。このセン
サは、筐体３の傾斜角度を検出する傾斜センサ１３（図５参照）を備えている。動作スイ
ッチ部７３は、吸気口３１２又は吸気口２１が被載置面に対面する設置状態を検知して乾
燥装置１の動作を停止させる。また、動作スイッチ部７３は、吸気口３１３が被載置面に
対面する設置状態のときにも乾燥装置１の動作を継続させる。乾燥装置１が布団を乾燥す
る場合には、被載置面は乾燥装置１が載置される例えば敷布団の表面となる。乾燥装置１
が靴などを乾燥する場合には、被載置面は乾燥装置１が載置される例えば床面となる。動
作スイッチ部７３の構成及び傾斜センサ１３の他の構成との接続関係は後述する。
【００１７】
　乾燥装置１が吸気口３１３を被載置面に対面させた設置状態で動作しても、脚部３３の
高さ分だけ吸気口３１３と被載置面との間に隙間が形成されているため、乾燥装置１は、
この隙間及び吸気口３１３を介して筐体３内に空気を吸気できる。また、このとき、吸気
口２１，３１２からも筐体３内に空気が吸気される。このため、モータ９１（詳細は後述
）が過動作することはない。したがって、動作スイッチ部７３は、この設置状態であって
もオン状態を維持し、乾燥装置１の動作を継続する。
【００１８】
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　蓋部２が筐体３に取り付けられたときに、蓋部２の表面は、第１側壁３１ａの表面とほ
ぼ面一になる。また、吸気口２１の周囲には、脚部３３のように第１側壁３１ａから外部
に向かって突出する部材が形成されていない。このため、乾燥装置１が、吸気口２１を被
載置面に対面させた設置状態にあると、吸気口３１３と被載置面との間に隙間がほとんど
生じない。また、蓋部２を筐体３から取り外して第１側壁３１ａと被載置面とを対面させ
た設置状態では、蓋部２が取り外されている分だけ、吸気口３１２と被載置面との間には
隙間が生じる。しかしながら、この隙間は極僅かである。また、乾燥装置１の被載置面が
敷布団のような柔らかい面である場合、蓋部２が外されていても、吸気口３１２がこの柔
らかい面に潜り込んで塞がれるおそれがある。このため、この隙間を介する吸気口３１３
と、吸気口３１２とから筐体３内に吸気される空気の量は、乾燥装置１の設計上の吸気量
に対して十分でない。その結果、蓋部２が筐体３から取り外され、かつ吸気口３１２が被
載置面に対面した設置状態で乾燥装置１が動作すると、乾燥装置１は、設計上設定された
量の空気を筐体３内に吸気しようとするため、モータ９１を過動作させてしまう可能性が
ある。このため、動作スイッチ部７３は、この設置状態ではオフ状態となり、乾燥装置１
の動作を停止し、モータ９１の過動作やこの過動作に起因する乾燥装置１の破損を防止す
るようになっている。
【００１９】
　上面部３１ｄには、筐体３に吸気した空気から生成した温風が吐出される吐出口３１７
と、吐出口３１７に並んで設けられたホース収容部８が形成されている。ホース収容部８
は、上面部３１ｄ、背面部３１ｃ及び第１側壁３１ａが互いに隣接する角部（筐体３の角
部）を切り欠いて形成されている。ホース収容部８は、直方体形状の空間である。ホース
収容部８は、ホース５（図１参照）に設けられたホース先端部材５３（詳細は後述）をホ
ース収容部８に収容したときに、ホース先端部材５３の側面が第１側壁３１ａ及び背面部
３１ｃの表面を含む平面からはみ出さない大きさに形成されている。
　吐出口３１７の下方であって背面部３１ｃの一部には、後述するヒータケース６１２の
露出面６１２ａが露出する開口部３１９が形成されている。
【００２０】
　図１及び図２に戻って、正面パネル３２は、第１側壁３１ａ及び第２側壁３１ｂの互い
に対向する辺（すなわち、本体部３１の開口端の一部）に跨って設けられている。正面パ
ネル３２は、第１側壁３１ａ及び第２側壁３１ｂの互いに対向する辺であって正面パネル
３２が跨る辺に対向する辺に跨って設けられた背面部３１ｃと対向して配置されている。
正面パネル３２は、本体部３１に対向して配置される正面部３２ａと、正面部３２ａの端
部の周囲に設けられた側壁３２ｂとを有している。側壁３２ｂは、本体部３１の開口形状
に倣う形状を有している。正面パネル３２は、側壁３２ｂを本体部３１の開口に当接する
とともに、この開口を塞いだ状態で本体部３１に固定される。正面パネル３２の正面部３
２ａの中央上側寄りには、使用者が温度設定などの操作を行う操作ボタンを備えた操作パ
ネル３２１と、ＬＥＤの発光状態を確認するためのＬＥＤ表示窓３２２とが設けられてい
る。
【００２１】
　筐体３は、背面部３１ｃに対向する正面パネル３２側からホース５の一端と同方向に延
出する把持部３３０を有している。より具体的に、把持部３３０は、本体部３１に設けら
れたアーチ状の突出部と、正面パネル３２に設けられたアーチ状の突出部とで構成されて
いる。本体部３１の突出部と、正面パネル３２の突出部とは、本体部３１と正面パネル３
２とを向い合せると重なり合うようになっている。これにより、第１側壁３１ａ側から第
２側壁３１ｂ側に向かうアーチ状の把持部３３０が形成される。把持部３３０は、ホース
５が設けられた領域よりも正面側に配置され、使用者が乾燥装置１を持ち運ぶ際に把持す
る部分である。把持部３３０は、ホース５が突出する方向と同方向に延出して設けられて
いる。正面パネル３２側からホース取付部材５２（詳細は後述）と同方向に延出する把持
部３３０の長さは、同方向のホース取付部材５２の長さより短くなっている。
【００２２】
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　ホース５は、筐体３の上面部３１ｄに設けられている。ホース５は、筺体３の外側で上
面部３１ｄに設けられた吐出口３１７（図３参照）に一端が取り付けられている。吐出口
３１７に取り付けられるホース５の一端には、筒状のホース取付部材５２が設けられてい
る。また、吐出口３１７に取り付けられていない側のホース取付部材５２の端部には、屈
曲自在な筒状の屈曲部材５１が取り付けられている。さらに、ホース取付部材５２が取り
付けられていない側の屈曲部材５１の端部には、筒状のホース先端部材５３が取り付けら
れている。ホース先端部材５３は、ホース５の他端に設けられている。また、ホース先端
部材５３は、屈曲部材５１が設けられていない側の端部にノズル５４を有している。ノズ
ル５４は、筐体３から吐出口３１７を介してホース５に送風された温風が吐出する吐出部
である。ノズル５４の詳細は後述する。図２中の背面図に示すように、ホース先端部材５
３の長さは、ホース取付部材５２の長さとホース収容部８の深さとの和とほぼ同一長であ
る。ホース収容部８の深さは、上面部３１ｄの吐出口３１７が形成された面から底面部３
１ｅ側に向かう方向の長さである。乾燥装置１は、ホース５の一端（ホース取付部材５２
）と他端（ホース先端部材５３）とを隣合せて他端をホース収容部８に収容した状態で、
収納場所に収納できるようになっている。
【００２３】
　図２に示すように、ホース５と把持部３３０との間には空間部４が形成されている。把
持部３３０の正面パネル３２の正面側（操作パネル３２１が設けられている面側）に対向
する第１面Ｓ１と、ホース取付部材５２の背面部３１ｃに対向する第２面Ｓ２とは平行で
ある。乾燥装置１の正面側から投影視で、把持部３３０の外縁に囲まれる領域であって第
１面Ｓ１を含む平面と第２面Ｓ２を含む平面とで挟まれる空間が空間部４である。
【００２４】
　次に、乾燥装置１の内部の全体構成について図１から図３を参照しつつ図４を用いて説
明する。
　図４に示すように、吸気口３１２（図３参照）の全面には、筐体３の収容空間３００側
にフィルタ３２７が設けられている。また、吸気口３１３の全面には、筐体３の収容空間
３００側にフィルタ３２８が設けられている。吸気口３１２，３１３の全面にフィルタ３
２７，３２８を設けることにより、吸気中に異物が収容空間３００内に進入するのを防止
できる。
【００２５】
　乾燥装置１は、吸気口３１２と吐出口３１７（図３参照）とを有する筐体３と、筐体３
の収容空間３００に収容されたモータ９１及びファン９２ｂを含む送風部（送風手段の一
例）９とを有している。送風部９は、外部から吸気口３１２，３１３を介して空気を吸気
し、吐出口３１７側へ送風するようになっている。ファン９２ｂは、ファンケース９２ａ
に回転自在の状態で収納されている。ファン９２ｂは、ファンケース９２ａが固定部９３
に固定された状態で筐体３の収容空間３００に収容されている。固定部９３は、本体部３
１の背面部３１ｃ側から正面パネル３２側に向かって突出して形成されたボス３１１ｃ（
図３参照）にねじ止めされて本体部３１に固定される。
【００２６】
　乾燥装置１は、筐体３の収容空間３００に収容されてファン９２ｂと吐出口３１７との
間に設置された加熱部６１と、ファン９２ｂから吐出口３１７まで直線状に形成された送
風路６とを有している。加熱部６１は、送風部９から送風された空気を温めて温風を生成
するようになっている。送風路６は、加熱部６１で生成された温風を送風部９が生じさせ
た気流に乗せて下流側のホース５に流通させるようになっている。加熱部６１は、送風部
９と吐出口３１７との間に配置されている。送風路６には、送風部９側に設けられた加熱
部６１と、吐出口３１７側に設けられた通風路６２とが含まれる。加熱部６１は、ヒータ
ケース６１２と、ヒータケース６１２に収容されたヒータ（加熱手段の一例）６１１と、
ヒータケース６１２に設けられた温度ヒューズ６１３及びサーモスタット６１４とを有し
ている。
【００２７】
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　また、筐体３には、収容空間３００内にコード収納部３１４の領域を画定するための仕
切板３３１が設けられている。仕切板３３１は、薄板形状部材を二面が直交するように折
り曲げられて形成されている。仕切板３３１を収容空間３００内に配置することにより、
仕切板３３１と第１側壁３１ａ（図３参照）及び背面部３１ｃとでコード収納部３１４が
収容空間３００内に画定される。仕切板３３１は、モータ９１を固定する固定板としても
機能するようになっている。
【００２８】
　また、筐体３の収容空間３００内には、主回路基板（回路基板の一例）３５０が設けら
れている。図５に示すように、主回路基板３５０は、コード収納部３１４に収納される電
源コードを介して商用交流電源１０１に接続されている。主回路基板３５０には、交流１
００Ｖの商用電源が入力するようになっている。主回路基板３５０は、入力する交流１０
０Ｖの電圧を所定の電圧値の直流電圧に変換するＡＣ／ＤＣ（交流／直流）コンバータ７
５（図６参照）、動作スイッチ部７３を含みモータ９１やヒータ６１１を駆動する駆動回
路、ＡＣ／ＤＣコンバータ７５や駆動回路を制御する制御部７１などを有している。制御
部７１は、例えばマイコンで構成されている。主回路基板３５０は、本体部３１にねじ止
めされて収容空間３００内に固定される。
【００２９】
　動作スイッチ部７３は、商用交流電源１０１の一方の端子に接続されるリレー７３１と
、リレー７３１に接続されたトライアック７３４、リレー７３２及びリレー７３３とを有
している。トライアック７３４はモータ９１に接続され、リレー７３２はヒータ６１１に
備えられた第１ヒータ６１１ａ（詳細は後述）の一方の端子に接続され、リレー７３３は
ヒータ６１１に備えられた第２ヒータ６１１ｂ（詳細は後述）の一方の端子に接続されて
いる。第１及び第２ヒータ６１１ａ，６１１ｂのそれぞれの他方の端子は互いに接続され
てサーモスタット６１４の一方の端子に接続されている。サーモスタット６１４の他方の
端子は温度ヒューズ６１３の一方の端子に接続され、温度ヒューズ６１３の他方の端子は
商用交流電源１０１の他方の端子に接続される。トライアック７３及びリレー７３１，７
３２，７３３は、制御部７１に開閉が制御され、モータ９１及びヒータ６１１を駆動する
。
【００３０】
　図４に戻って、筐体３の収容空間３００内には、操作回路基板３２３及びＬＥＤ回路基
板３４０が設けられている。操作回路基板３２３は、操作パネル３２１の操作に基づいて
ヒータ６１１の温度や動作時間などの設定を制御する制御回路（マイコン１１（図５参照
））などを有している。操作回路基板３２３に設けられた種々の回路は、主回路基板３５
０から供給される電圧や電流を電源として動作するようになっている。操作回路基板３２
３には、表示装置が設けられており、この表示装置によって運転終了までの時間などが報
知される。操作回路基板３２３は、正面パネル３２にねじ止めされて収容空間３００内に
固定される。
【００３１】
　図５及び図６に示すように、操作回路基板３２３は、マイコン１１と、手動スイッチ１
５と、傾斜センサ１３と、抵抗値測定回路（抵抗値測定手段の一例）を構成する抵抗１７
及び抵抗１９とを有している。手動スイッチ１５は、操作パネル３２１（図１参照）に設
けられた操作ボタンに対応付けられて操作回路基板３２３に設けられた、例えばタクトス
イッチである。手動スイッチ１５は、乾燥装置１の使用者が温度や時間設定の際に操作ボ
タンを介して操作するスイッチである。手動スイッチ１５は、マイコン１１に接続されて
おり、使用者の操作に基づく信号をマイコン１１に出力するようになっている。マイコン
１１は、手動スイッチ１５から入力する種々の信号に対して設定温度や動作時間などの条
件を選択し、選択した情報を主回路基板３５０の制御部７１に出力する。制御部１１は、
マイコン１１から入力する情報に基づいて、動作スイッチ部７３を制御してモータ９１の
動作やヒータ６１１の温度を制御する。
【００３２】
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　傾斜センサ１３は、主回路基板３５０に設けられた制御部７１に接続され、検出信号を
制御部７１に出力するようになっている。傾斜センサ１３は、筐体３の設置状態を検知し
て、検知信号を制御部７１に出力する。制御部７１は、傾斜センサ１３から入力する検知
信号に基づいて、筐体３の設置状態を判定し、動作スイッチ部７３を制御する。これによ
り、動作スイッチ部７３は、筐体３の設置状態を検知し、乾燥装置１の動作の停止や継続
を実行する。
【００３３】
　マイコン１１には、サーミスタ８１，６２１（詳細は後述）が接続されている。マイコ
ン１１は、サーミスタ８１，６２１の抵抗値を検知する。サーミスタ８１，６２１は筐体
３内の所定箇所に設けられている。マイコン１１は、サーミスタ８１，６２１の抵抗値が
所定値を上回るとヒータ６１１の動作を停止するための所定信号を制御部７１に出力する
。また、マイコン１１は、サーミスタ８１，６２１の抵抗値がこの所定値を上回った後に
この所定値よりも小さい値の他の所定値を下回るとヒータ６１１の動作を再開するための
所定信号を制御部７１に出力するようになっている。制御部７１は、マイコン１１からの
これらの所定信号が入力すると、リレー７３２，７３３を制御してヒータ６１１への電力
供給を制御する。
【００３４】
　図６に示すように、抵抗値測定回路を構成する抵抗１７は、ＡＣ／ＤＣコンバータ７５
の所定の出力端子に一方の端子が接続され、他方の端子がマイコン及びサーミスタ８１の
一方の端子に接続されている。また、抵抗値測定回路を構成する抵抗１９は、ＡＣ／ＤＣ
コンバータ７５の他の所定の出力端子に一方の端子が接続され、他方の端子がマイコン及
びサーミスタ６２１の一方の端子に接続されている。サーミスタ８１，６２１の他方の端
子は接地されている。抵抗値測定回路は、乾燥装置１に電源が投入された後にサーミスタ
８１，６２１の抵抗値を例えば所定の時間間隔で測定し、測定した抵抗値を電圧に変換し
た信号をマイコン１１に出力するようになっている。例えば抵抗１７の一方の端子に５Ｖ
の電圧が印加されている場合に、サーミスタ８１が開放状態となってオープン不良が発生
すると、抵抗１７の他方の端子の電圧は５Ｖとなるため、マイコン１１には５Ｖの電圧信
号が入力される。また、サーミスタ８１が短絡状態となってショート不良が発生すると、
抵抗１７の他方の端子の電圧は０Ｖとなるため、マイコン１１には０Ｖの電圧信号が入力
される。同様に、例えば抵抗１９の一方の端子に５Ｖの電圧が印加されている場合に、サ
ーミスタ６２１が開放状態となってオープン不良が発生すると、抵抗１９の他方の端子の
電圧は５Ｖとなるため、マイコン１１には５Ｖの電圧信号が入力される。また、サーミス
タ６２１が短絡状態となってショート不良が発生すると、抵抗１９の他方の端子の電圧は
０Ｖとなるため、マイコン１１には０Ｖの電圧信号が入力される。マイコン１１は、０Ｖ
又は５Ｖの電圧信号が抵抗１７，１９から入力されると、サーミスタ８１，６２１が不良
状態であると判定し、乾燥装置１を動作しないように制御部７１を介して制御する。より
具体的には、マイコン１１は、ヒータ６１１への電力供給を停止してホース５から温風が
吐出されるのを停止するようになっている。これにより、乾燥装置１は、異常動作を検知
したら自動的に停止できるようになっている。また、抵抗値測定回路は、電源コード差込
時、すなわち電源投入時のサーミスタ８１，６２１の抵抗値を測定するように構成されて
いる。このため、乾燥装置１は、動作開始直前の異常を検知することができるので異常動
作を予防できる。
【００３５】
　図４に戻って、ＬＥＤ回路基板３４０は複数（本例では３つ）のＬＥＤを有している。
ＬＥＤ回路基板３４０は、このＬＥＤの発光を制御してホース５から吐出される空気の温
度を使用者に報知するようになっている。例えば、ＬＥＤ回路基板３４０は、赤色に発光
するＬＥＤと、黄色に発光するＬＥＤと、青色に発光するＬＥＤとを有している。ＬＥＤ
回路基板３４０は、赤色のＬＥＤを発光することにより高温の空気（温風）が吐出されて
いることを報知し、黄色のＬＥＤを発光することにより低温の空気（温風）が吐出されて
いることを報知し、青色のＬＥＤを発光することにより送風のみであることを報知する。
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ＬＥＤ回路基板３４０の前面（正面パネル３２側）には、拡散材を含有した光透過性材料
で形成された保護部材３２６と、正面パネル３２との間に所定の間隙を設けるためのスペ
ーサ部材３２４とが配置されている。保護部材３２６を用いることにより、面的に均一に
発光する。また、ＬＥＤ回路基板３４０の背面側（本体部３１側）には固定部材３２５が
配置されている。ＬＥＤ回路基板３４０は、固定部材３２５を正面パネル３２の裏面側に
ねじ止めすることにより、収容空間３００内で正面パネル３２に固定されるようになって
いる。ＬＥＤ回路基板３４０に実装されたＬＥＤの発光状態がＬＥＤ表示窓３２２を介し
て確認できるように、ＬＥＤ回路基板３４０はＬＥＤ表示窓３２２にＬＥＤを向けた状態
で正面パネル３２に固定される。
【００３６】
　ホース５に設けられたホース取付部材５２は、吐出口３１７側の端部が吐出口３１７の
開口面積よりも広がる矩形状領域５２２を有している。ホース取付部材５２は、筐体３の
収容空間３００側から吐出口３１７に挿入して外部に押し出すことにより、矩形状領域５
２２が上面部３１ｄの裏面側に引っ掛かるようになっている。この矩形状領域の角部のう
ちの背面部３１ｃ側の２つの角部には、矩形状領域５２２に直交する方向に伸びる突出部
５２３が設けられている。突出部５２３には貫通穴が設けられている。ホース取付部材５
２は、突出部５２３をねじ及びナット（いずれも不図示）によって本体部３１に固定して
筐体に取り付けられている。
【００３７】
　屈曲部材５１は、ホース取付部材５２側の端部に設けられた円筒形状の筒部５１２と、
ホース先端部材５３側の端部に設けられた円筒形状の筒部５１３とを有している。筒部５
１２，５１３は、屈曲できないように構成されている。屈曲部材５１は、筒部５１２をホ
ース取付部材５２に挿入してホース取付部材５２に取り付けられている。また、屈曲部材
５１は、筒部５１３をホース先端部材５３に挿入してホース先端部材５３に取り付けられ
ている。筒部５１２には、フィルタ５６が取り付けられている。筒部５１３と、ホース先
端部材５３との間には、接続部材５７が配置されている。接続部材５７は、対向する一対
の挟み部５７ａを有している。筒部５１３は、一対の挟み部５７ａで挟まれた状態でホー
ス先端部材５３に取り付けられる。ホース先端部材５３と一対の挟み部５７ａとは固定さ
れている。一対の挟み部５７ａは筒部５１３を挟んでいるだけなので、ホース先端部材５
３は、一対の挟み部５７ａとともに筒部５１３に対して回転自在に取り付けられる。
【００３８】
　図３に示すように、第２側壁３１ｂにおける本体部３１の開口端には、２つの爪部３１
８が設けられている。また、本体部３１の把持部３３０を構成する領域には、ほぼ中央部
に形成された貫通穴３３０ａと、貫通穴３３０ａの両側に形成された係止部３３０ｂとが
設けられている。正面パネル３２には、正面パネル３２を本体部３１に重ね合わせたとき
に２つの爪部３１８に対応する位置に形成されて爪部３１８が係止される係止部（不図示
）と、貫通穴３３０ａに対応する位置に形成されて本体部３１側に向かって突出する突出
部３２０ａと、２つの係止部３３０ｂに対応する位置に形成された爪部３２０ｂとが設け
られている。正面パネル３２を本体部３１に重ね合わせて本体部３１側に向かって押し込
むと、２つの爪部３１８は正面パネル３２に形成された係止部に係止され、突出部３２０
ａが貫通穴３３０ａに挿入され、２つの爪部３２０ｂは対向する係止部３３０ｂに係止さ
れる。
【００３９】
　図４に戻って、正面パネル３２には、長辺側の側壁３２ｂ近傍で本体部３１側に向かっ
て突出して形成された突出部３２０ｃと、把持部３３０が設けられていない側の角部近傍
と長辺側側壁３２ｂの近傍で本体部３１側に向かって突出して形成された３つのボス３２
０ｄとが設けられている。突出部３２０ｃの頂部近傍には、短辺側の側壁３２ｂの伸びる
方向と平行な方向に形成されたねじ穴が設けられている。本体部３１と正面パネル３２と
重ね合わせて爪部３１８などを係止したときに、このねじ穴に対応する第１及び第２側壁
３１ａ、３１ｂの位置に貫通穴３１１ｂ（図３参照）が形成されている。
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【００４０】
　また、本体部３１と正面パネル３２と重ね合わせて爪部３１８などを係止すると、ボス
３２０ｄの先端は本体部３１の裏面（正面パネル３２に対面する面）に当接するようにな
っている。ボス３２０ｄが当接する本体部３１の位置には、貫通穴３１１ａが形成されて
いる。ボス３２０ｄの先端には、ボス３２０ｄの伸びる方向にねじが切られている。この
ため、貫通穴３１１ｂに挿入したねじ（不図示）を突出部３２０ｃのねじ穴にねじ止めし
、貫通穴３１１ａに挿入したねじ（不図示）をボス３２０ｄにねじ止めする。さらに、把
持部３３０に設けられた貫通穴にねじを挿入してナットで固定する。これにより、正面パ
ネル３２は本体部３１に固定される。
【００４１】
　次に、筐体３内の各部材の配置関係や各部材の詳細な構成について図１から図４を参照
しつつ図７から図１６を用いて説明する。図７は、乾燥装置１に備えられた正面パネル３
２及びホース５を取り除いた状態の斜視図である。図７（ａ）は、左正面上方から見た乾
燥装置１の外観を示す斜視図であり、図７（ｂ）は、右正面下方から見た乾燥装置１の外
観を示す斜視図である。図８は、乾燥装置１に備えられた正面パネル３２及びホース５を
取り除いた状態の正面図である。図８（ａ）は、主回路基板３５０を取り付けた状態の乾
燥装置１を示し、図８（ｂ）は、主回路基板３５０を取り外した状態の乾燥装置１を示し
ている。
【００４２】
　図７及び図８に示すように、モータ９１は、吸気口３１２が設けられた筺体３の第１側
壁３１ａ側に配置されている。ファン９２ｂ（図４参照）を収納するファンケース９２ａ
は、モータ９１を挟んで吸気口３１２と対向して配置されている。ファン９２ｂは、吸気
口３１２とモータ９１とを結ぶ延長線上に配置されている。コード収納部３１４は、第１
側壁３１ａに形成された開口部３１４ａからファンケース９２ａ側に向かって形成され、
モータ９１と並んで配置されている。コード収納部３１４は、モータ９１よりも筐体３の
背面部３１ｃ側に配置されている。図７（ｂ）に示すように、コード収納部３１４の開口
部３１４ａは、第１側壁３１ａにおいて吸気口３１２と並んで配置されている。コード収
納部３１４は、背面部３１ｃ側に配置され、吸気口３１２は、正面パネル３２（図７及び
図８では不図示）側に配置されている。詳細は後述するが、乾燥装置１は、吸気口が形成
されていない第２側壁３１ｂとファンケース９２ａとを隙間を設けて配置することにより
、筐体３の収容空間３００内に所定の流路を発生させる。これにより、乾燥装置１は、筐
体３の収容空間３００に空気がが滞留し、収容空間３００で温度上昇が発生するのを防止
するようになっている。
【００４３】
　図８（ａ）に示すように、主回路基板３５０は、モータ９１とコード収納部３１４（図
７参照）とが重なる方向（すなわち、本体部３１の開口端を含む平面に直交する方向）に
見て、モータ９１及びファンケース９２ａと重ならないように配置されている。また、主
回路基板３５０は、第１及び第２側壁３１ａ，３１ｂの長手方向の一辺側から第１及び第
２側壁３１ａ，３１ｂに平行な方向に見て、モータ９１及びファンケース９２ａと重なら
ないように配置されている。ここで、第１及び第２側壁３１ａ，３１ｂの長手方向の一辺
は、第１及び第２側壁３１ａ，３１ｂの端辺のうち本体部３の開口端を構成する端辺であ
る。主回路基板３５０は、コード収納部３１４の斜め上方に隣接して設けられている。こ
のため、乾燥機１は、電源コードを筐体３内に引き回さずに、コード収納部３１４から主
回路基板３５０に接続できるようになっている。
【００４４】
　図８（ａ）及び図８（ｂ）に示すように、通風路６２には、加熱部６１を制御するため
のサーミスタ（第２温度センサの一例）６２１が設けられている。サーミスタ６２１は、
送風路６におけるヒータ６１１よりも下流側であってヒータ６１１の直後に配置されてい
る。サーミスタ６２１は、乾燥装置１の動作時にヒータ６１１の温度が設定値となってい
るか否かを検出するために設けられている。
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【００４５】
　図８（ｂ）に示すように、ホース収容部８の筺体３内側には、サーミスタ（第１温度セ
ンサの一例）８１が設けられている。乾燥装置１は、温度センサとして２つのサーミスタ
８１，６２１を有している。サーミスタ８１は、ホース収容部８にホース５を配置したと
きに、上面部３１ｄを挟んでノズル５４と対向する位置に配置されている。より具体的に
、サーミスタ８１は、主回路基板３５０（図８（ｂ）では不図示）よりも背面部３１ｃ側
であってホース収容部８の下方に位置する筐体３の収容空間３００内に配置されている。
サーミスタ８１は、加熱部６１を制御するために設けられている。ホース先端部材５３が
ホース収容部８に配置された状態で誤って乾燥装置１に電源が投入されると、加熱部６１
で生成された温風がホース先端部材５３から外部に吐出される。そうすると、ホース収容
部８は、ホース先端部材５３から吐出された温風によって加熱され温度が上昇する。サー
ミスタ８１は、ホース収容部８周囲の温度を検知して検知信号を主回路基板３５０に出力
する。主回路基板３５０に設けられた制御部７１は、マイコン１１を介してサーミスタ８
１から入力する検知信号に基づいてホース収容部８周囲の温度が所定の閾値を超えたと判
定したら、加熱部６１の動作を停止する。このように、乾燥装置１は、異常動作を検知し
て自動的に停止できるようになっている。
【００４６】
　固定部９３は、固定部９３の一部を切り欠いて背面部３１ｃとほぼ平行となるようにモ
ータ９１側に折り曲げた爪部９３ｂを有している。爪部９３ｂには貫通穴が形成されてい
る。固定部９３は、この貫通穴に挿入したねじをボス３１１ｃに形成されたねじ穴にねじ
止めすることにより、爪部９３ｂがボス３１１ｃに固定された状態で本体部３１に配置さ
れる。
【００４７】
　次に、送風部９及び送風路６について図１から図８を参照しつつ図９から図１２を用い
て説明する。図９は、送風部９に送風路６を取り付けた状態での送風部９及び送風路６の
正投影図である。図９中上段には、送風部９及び送風路６の平面図が図示されている。図
９中中段には、左から送風部９及び送風路６の左側面図、正面図及び右側面図がこの順に
図示されている。図９中下段には、送風部９及び送風路６の底面図が図示されている。な
お、図９では、送風部９及び送風路６の背面図の図示は省略されている。図１０は、送風
路６の正投影図である。図１０中上段には、送風路６の平面図が図示されている。図１０
中中段には、左から送風路６の正面図、右側面図及び背面図がこの順に図示されている。
図１０中下段には、送風路６の底面図が図示されている。なお、図１０では、送風路６の
左側面図の図示は省略されている。図１１は、送風路６の斜視図である。図１１（ａ）は
、右背面上方から見た送風路６の斜視図であり、図１１（ｂ）は、上方右寄りから見た送
風路６の斜視図である。図１２は、図２中の正面図に示すＡ－Ａ線で切断した乾燥装置１
の断面図である。
【００４８】
　図９に示すように、送風部９は、モータ９１とファン９２ｂとを有している。モータ９
１は、固定部９３の一方の面側に固定されている。固定部９３には、ほぼ中央に貫通穴９
３ａが形成されている（図４参照）。モータ９１は、回転軸９１ａ（図９中の左側面図及
び図４参照）を貫通穴９３ａに挿入した状態で固定部９３に固定される。モータ９１が固
定部９３に固定されると、回転軸９１ａは、固定部９３の他方の面側に突出する。また、
モータ９１は、固定部９３に固定されるとともに、仕切板３３１にも固定されている。図
９中の平面図及び底面図に示すように、仕切板３３１で画定されてモータ９１が取り付け
られていない側の領域がコード収納部３１４となる。
【００４９】
　ファン９２ｂは、固定部９３の他方の面側に配置され、モータ９１の回転軸９１ａに固
定される。これにより、ファン９２ｂは、回転軸９１ａの回転に応じて回転することがで
きる。ファン９２ｂは、ファンケース９２ａ内に回転自在に収納されている。ファンケー
ス９２ａは、ファン９２ｂの外形に沿う形状に形成されてファン９２ｂが配置されるファ
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ン配置部９１１と、ファン配置部９１１の側壁の一部から伸びて形成され送風路６に空気
を排気する排気部９１２とを有している。また、ファンケース９２ａは、固定部９３に対
面させる面とは反対側でファン配置部９１１を開口する開口部９１３を有している。開口
部９１３は、周囲からファンケース９２ａ内に空気を吸気する吸気口のうち主要な吸気口
となる。ファンケース９２ａは、主要な吸気口となる開口部９１３を吸気口が形成されて
いない第２側壁３１ｂ（図８参照）に向けて配置されている。
【００５０】
　ファン９２ｂの回転軸及びモータ９１の回転軸９１ａは、第１側壁３１ａ（図８参照）
に直交するように配置されている。ファン９２ｂは例えばシロッコファンである。ファン
ケース９２ａ内に吸気した空気は、ファン９２ｂの回転軸に対して直角、すなわち遠心方
向に流れる。ファンケース９２ａ内には、ファン９２ｂの回転に伴ってファン９２ｂの回
転方向に気流が発生する。この気流は、ファン９２ｂとファン配置部９１１との間に発生
しつつ、排気部９１２を介して送風路６に向かって生じる。
【００５１】
　図９中の左側面図に示すように、ファン９２ｂ及びモータ９１が固定部９３に固定され
た状態でのファン９２ｂの回転軸（すなわちモータ９１の回転軸９１ａ）方向からの投影
視で、モータ９１は、ファンケース９２ａの外形内に収まるように配置されている。また
、コード収納部３１４も同様に、ファン９２ｂ及びモータ９１が固定部９３に固定された
状態でのファン９２ｂのモータ９１の回転軸９１ａ方向からの投影視で、ファンケース９
２ａの外形内に略収まるように配置されている。また、ファン９２ｂ及びモータ９１が固
定部９３に固定された状態での回転軸９１ａ方向からの投影視で、モータ９１及びコード
収納部３１４は、並んで配置されている。ファン９２ｂは、ファン９２ｂの回転軸をモー
タ９１の回転軸９１ａに一致させた状態でモータ９１に取り付けられる。また、モータ９
１の高さは、ファン９２ｂの直径よりも短くなっている。このため、ファン９２ｂをモー
タ９１に取り付けると、回転軸９１ａ方向からの投影視で、モータ９１の下方に空間が生
じる。本実施形態では、モータ９１の下方に生じるこの空間をコード収納部３１４として
利用している。これにより、乾燥装置１は、筐体３の収容空間３００を無駄なく活用でき
るので、小型化が図られる。
【００５２】
　図９に示すように、ファンケース９２ａの排気部９１２に隣接して送風路６が配置され
ている。送風路６は、ファンケース９２ａの下流側に配置されている。送風路６は、加熱
部６１と通風路６２とを有している。加熱部６１はファンケース９２ａに隣接して設けら
れている。通風路６２は、加熱部６１と筐体３に形成された吐出口３１７（図３参照）と
の間に配置されている。図９中の平面図に示すように、コード収納部３１４は、送風路６
がファンケース９２ａの排気部９１２に取り付けられた線上に配置されていない。乾燥装
置１は、送風路６及びファンケース９２ａの排気部９１２が並ぶこの線上の隣にコード収
納部３１４を配置することにより、筐体３の外形がこの線上方向に長くなることを防止し
、小型化が図られている。
【００５３】
　次に、送風路６の構成についてより具体的に説明する。図１０及び図１１に示すように
、加熱部６１は、筒形状のヒータケース６１２と、ヒータケース６１２の内部空間６１ａ
（図１１（ｂ）及び図４参照）に配置されたヒータ６１１とを有している。ヒータケース
６１２の外表面の一部である露出面６１２ａは、筐体３の背面部３１ｃに形成された開口
部３１９（図３参照）に露出する。露出面６１２ａは矩形状の外縁を有し、開口部３１９
も矩形状の外縁を有している。露出面６１２ａは、開口部３１９より一回り小さく形成さ
れている。このため、露出面６１２ａは、開口部３１９との間にほとんど隙間なく配置さ
れ、外部に露出することができる。
【００５４】
　ヒータ６１１は、ファン９２ｂの回転軸と直交する方向でファンケース９２ａに隣接し
て配置されている。ヒータ６１１は、ファンケース９２ａ内に吸気された空気が排気され
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るファンケース９２ａの排気口に隣接して配置されている。ヒータ６１１は、ヒータケー
ス６１２の内部空間６１ａに配置されている。ヒータ６１１は、例えば複数（本例では２
つ）の第１及び第２ヒータ６１１ａ，６１１ｂ（図５参照）を有している。第１及び第２
ヒータ６１１ａ，６１１ｂは、ＰＴＣ（Ｐｏｓｉｔｉｖｅ　Ｔｅｍｐｅｒａｔｕｒｅ　Ｃ
ｏｅｆｆｉｃｉｅｎｔ（正温度係数））ヒータで構成されている。第１及び第２ヒータ６
１１ａ，６１１ｂは独立して動作することができる。第１及び第２ヒータ６１１ａ，６１
１ｂはヒータケース６１２の内部空間６１ａを流通する空気の送風方向に対して直交する
ように隣接し密着して並んで配置されている。乾燥装置１は、電流を供給する第１及び第
２ヒータ６１１ａ，６１１ｂの個数を変更して、ホース５から吐出する空気の温度を制御
するようになっている。例えば、空気の温度を高温に設定する場合には、第１及び第２ヒ
ータ６１１ａ，６１１ｂの双方に電流を供給し、空気の温度を低温に設定する場合には、
第１及び第２ヒータ６１１ａ，６１１ｂのいずれか一方に電流を供給する。さらに、乾燥
装置１は、吸気した空気の温度を上昇させずにそのままホース５から吐出する送風のみの
場合には、第１及び第２ヒータ６１１ａ，６１１ｂのいずれにも電流を供給しない。ヒー
タ６１１は、主回路基板３５０に設けられた制御部７１に制御される。操作回路基板３２
３（図４参照）は、操作パネル３２１（図４参照）を用いて使用者が設定した設定温度に
基づく情報を主回路基板３５０に出力する。主回路基板３５０に設けられた制御部７１（
図５参照）は、操作回路基板３２３から入力する情報に基づいて、第１及び第２ヒータ６
１１ａ，６１１ｂのうち駆動対象のヒータを決定し、ホース５から吐出される空気の温度
が設定値となるようにヒータ６１１を駆動する。
【００５５】
　ヒータケース６１２の内部空間６１ａは、ファンケース９２ａから排気された空気を下
流側の通風路６２に送風する流路となる。ヒータ６１１は、複数の狭い隙間を有している
。ファンケース９から送風された空気は、内部空間６１ａに進入し、ヒータ６１１に設け
られた複数の狭い隙間を流れ、第１及び第２ヒータ６１１ａ，６１１ｂの少なくともいず
れか一方で温められて温風となり、ヒータ６１１を通り抜けて通風路６２の内部空間６２
ａに進入する。
【００５６】
　また、図１１（ｂ）に示すように、加熱部６１は、露出面６１２ａに直交する一側面側
であってヒータケース６１２内に設けられた温度ヒューズ６１３及びサーモスタット６１
４を備えている。サーモスタット６１４は、バイメタルを有し、機械的にオン／オフ制御
する。乾燥装置１は、サーミスタ８１，６２１による温度制御の他に、サーモスタット６
１４及び温度ヒューズ６１３によっても温度制御するようになっている。サーモスタット
６１４は、加熱部６１の温度が高温側の所定値以上になると、オフ状態となる。サーモス
タット６１４は、ヒータ６１１に直列接続されているため（図５参照）、オフ状態となる
と主回路基板３５０からヒータ６１１への電流の供給を遮断する。これにより、乾燥装置
１は加熱部６１の過熱を防止するようになっている。また、サーモスタット６１４は、加
熱部６１の温度が低温側の所定値以下になると、オン状態となり、主回路基板３５０から
ヒータ６１１への電流の供給を再開するようになっている。これにより、乾燥装置１は、
ホース５から吐出される温風の温度が必要以上に低下するのを防止するようになっている
。
【００５７】
　温度ヒューズ６１３は、加熱部６１の温度が所定値以上になると例えば溶断する。温度
ヒューズ６１３は、ヒータ６１１に直列接続されているため（図５参照）、溶断すると主
回路基板３５０からヒータ６１１への電流の供給を遮断する。温度ヒューズ６１３は、溶
断した後に加熱部６１の温度が所定値よりも低くなっても、溶断したままである。このた
め、温度ヒューズ６１３が溶断する温度は、サーモスタット６１４やサーミスタ８１，６
２１における温度比較対象の所定値よりも高く設定されている。温度ヒューズ６１３は、
加熱部６１の過熱を防止する最終的な保護手段となる。
【００５８】



(15) JP 2016-140753 A 2016.8.8

10

20

30

40

50

　図１０及び図１１に示すように、加熱部６１で生成された温風が流入する通風路６２は
、筒形状を有している。通風路６２の内部空間６２ａは、加熱部６１の内部空間６１ａと
連通している。上述のとおり、通風路６２の内部空間６２ａには、サーミスタ６２１が設
けられ、加熱部６１から送風される温風の温度を検出するようになっている。通風路６２
の下流側開口端は、吐出口３１７の形状とほぼ同一の形状に形成されており、吐出口３１
７に挿入できるようになっている。
【００５９】
　図１２に示すように、ファンケース９２ａに加熱部６１の上流側端部が接続され、加熱
部６１の下流側端部に通風路６２の上流側端部が接続され、吐出口３１７に取り付けられ
たホース５のホース取付部材５２の端部に通風路６２の下流側端部が接続される。ファン
ケース９２ａの排気部９１２、加熱部６１、通風路６２及びホース取付部材５２は、一直
線上に並んで配置される。屈曲部材５１をこの一直線上に沿って伸ばすことにより、ファ
ンケース９２ａの排気部９１２からノズル５４（図２参照）の吐出口まで一直線上に配置
される。これにより、ファン９２ｂから送風され吐出口３１７から吐出する空気は、ホー
ス５の内壁面などに衝突せずにノズル５４から外部に流出できる。このため、乾燥装置１
は、吐出口３１７から吐出する空気の風圧の損失を防止できる。ファンケース９２ａ、加
熱部６１、通風路６２及びホース取付部材５２が接続されることにより、ファンケース９
２ａの内部空間９２ｃと、加熱部６１の内部空間６１ａと、通風路６２の内部空間６２ａ
とは連通する。これにより、ファンケース９２ａから送風される空気は、温風となってホ
ース５の内部に流通できる。
【００６０】
　次に、ホース５の構成について図１から図１２を参照しつつ図１３から図１６を用いて
より具体的に説明する。図１３は、ホース取付部材５２を取り除いた状態の乾燥装置１を
背面側から見た斜視図である。図１４は、乾燥装置１を図２中の正面図に示すＢ－Ｂ線及
びＣ－Ｃ線で切断した断面図である。図１４（ａ）は、Ｂ－Ｂ線で切断した乾燥装置１の
断面図であり、図１４（ｂ）は、Ｃ－Ｃ線で切断した乾燥装置１の断面図である。図１５
は、アロマケース５５が挿入された状態のノズル５４の正投影図である。図１５中上段に
は、ノズル５４の平面図が図示され、図１５中中段には、左からノズル５４の正面図、右
側面図及び背面図がこの順に図示され、図１５中下段には、ノズル５４の底面図が図示さ
れている。なお、図１５では、ノズル５４の左側面図の図示は省略されている。また、図
１５において、温風の吐出側をノズル５４の正面としている。図１６は、ノズル５４に挿
入されるアロマケース５５の斜視図である。図１６（ａ）は、アロマケース５５がノズル
５４に挿入される状態を示し、図１６（ｂ）は、アロマケース５５を展開した状態を示し
ている。
【００６１】
　図１３に示すように、ホース５に取り付けられるフィルタ５６は、ホース取付部材５２
側の屈曲部材５１の端部に設けられた筒部５１２に配置されている。フィルタ５６は、筒
部５１２の上流側、すなわち温風の流入側に配置されている。フィルタ５６は、送風路６
からホース５の他端（ホース先端部材５３側）との間に備えられている。図１３及び図１
４（ａ）に示すように、フィルタ５６は、複数の細長い部材を交差させたメッシュ状に形
成されている。
【００６２】
　図１４（ａ）に示すように、ホース取付部材５２及びホース先端部材５３は筒状に形成
されている。また、屈曲部材５１も筒状に形成されている。ホース取付部材５２の内部空
間５２ａと、屈曲部材５１の内部空間５１ａと、ホース先端部材５３の内部空間５３ａと
は、連通している。このため、吐出口３１７からホース取付部材５２に流入した温風は、
ホース取付部材５２の内部空間５２ａ、屈曲部材５１の内部空間５１ａ及びホース取付部
材５２の内部空間５３ａを流通してホース先端部材５３の端部に設けられたノズル５４か
ら吐出される。また、ホース取付部材５２には、ホース収容部８側の側面とこの側面に対
向する側面に設けられた吐出口５２１を有している。吐出口５２１は、複数の長方形状の
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貫通穴で構成されている（図１及び図２参照）。乾燥装置１は、吐出口３１７からホース
取付部材５２に流入した温風の一部を吐出口５２１から吐出することにより、ホース取付
部材５２近傍に配置された乾燥対象物に温風を吹きかけて乾燥対象物を乾燥させることが
できる。
【００６３】
　図１４（ｂ）に示すように、ホース５は、ホース先端部材５３に設けられた磁石５３１
と、ホース先端部材５３をホース収容部８に収容した際に、磁石５３１と対向する筺体３
の内側の位置に設けられた強磁性体３２６とを備えている。乾燥装置１は、磁石５３１及
び強磁性体３２６という簡単な構成で、ホース先端部材５３をホース収容部８に収容した
状態を維持できる。なお、乾燥装置１は、ホース先端部材５３に設けられた強磁性体と、
ホース先端部材５３をホース収容部８に収容した際に、この強磁性体と対向する筺体３の
内側の位置に設けられた磁石とを備えていてもよい。後述するノズル５４の挿入部５４３
は、吐出側から見たときに、ホース５の断面を２等分する位置に設けられている。より具
体的には、挿入部５４３は、吐出側から見たときに、ホース５の一部であるホース先端部
材５３の断面を２等分する位置に設けられている。
【００６４】
　図１５に示すように、ホース先端部材５３に設けられたノズル５４は、芳香剤及び消臭
剤のいずれか一方を収納するアロマケース５５が挿入される開口部５４１と、開口部５４
１を備える挿入部５４３とを有している。ノズル５４は、吐出口３１７（図３参照）から
送風された温風の吐出側に開口部５４１及び挿入部５４３を有している。ノズル５４は、
開口部５４１及び挿入部５４３を吐出側に向けて設けているため、ノズル５４をホース先
端部材５３から取り外さなくてもアロマケース５５を着脱できる。ノズル５４は、正面視
（すなわち、温風の吐出側から見て）で、ホース先端部材５３の開口形状に倣う形状に形
成された取付部５４４を有している。ノズル５４は、取付部５４４によってホース先端部
材５３の吐出側の端部に取り付けられている。
【００６５】
　開口部５４１は、吐出側からアロマケース５５を差し込み可能に開口している。開口部
５４１は、正面視で、ノズル５４の中央部での幅が最も狭く両端部で幅広となる形状を有
している。挿入部５４３は、開口部５４１から取付部５４４側に向かって設けられている
。挿入部５４３は、開口部５４１の幅が最も狭くなる中央部を含みアロマケース５５の幅
とほぼ同じ長さを直径とする円の領域に設けられている。挿入部５４３は、開口部５４１
のほぼ中央に設けられた第１挟持部材５４３ａと、第１挟持部材５４３ａを挟んで対向し
て配置た一対の第２挟持部材５４３ｂとを有している。第１挟持部材５４３ａは、取付部
５４４側に向かって伸びて形成されたＵ字形状を有している。第２挟持部材５４３ｂは、
挿入部５４３が設けられた円の領域のほぼ円周上に設けられている。第２挟持部材５４３
ｂは、取付部５４４側に向かって伸びるＵ字形状の部材と、このＵ字形状の部材に隣接す
る直方体形状の部材とで構成されている。この直方体形状の部材は、取付部５４４側に向
かって伸び、Ｕ字形状の部材の間隙とほぼ同じ長さの幅を有し、この間隙に隣接させて配
置されている。第２挟持部材５４３ｂには、Ｕ字形状の部材と直方体形状の部材とで三方
を囲まれた溝部が形成される。
【００６６】
　第１及び第２挟持部材５４３ａ，５４３ｂのＵ字形状の部材の間隙はアロマケース５５
の厚さよりも短く形成されている。また、第１及び第２挟持部材５４３ａ，５４３ｂの長
さは、アロマケース５５の長さより長く形成されている。さらに、第１及び第２挟持部材
５４３ａ，５４３ｂは樹脂で形成されて弾性力を有している。このため、図１５に示すよ
うに、アロマケース５５が挿入部５４３に挿入されると、アロマケース５５の長手方向の
中央部は第１挟持部材５４３ａに挟まれ、アロマケース５５の長手方向の両端部は第２挟
持部材５４３ｂの溝部に挿入される。このようにして、アロマケース５５は、第１及び第
２挟持部材５４３ａ，５４３ｂに挟持され、一定以上の外力を加えない限り挿入部５４３
内に保持される。また、挿入部５４３は、ホース５から排気される空気の風圧に抗してア
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ロマケース５５を保持できるようになっている。
【００６７】
　ノズル５４は、挿入部５４３の両端で対向するノズル５４の外周縁部に設けられた切欠
き部５４２を備えている。切欠部５４２は、開口部５４１の両端を構成する。切欠き部５
４２の形状は、アロマケース５５の挿入方向に向かって徐々に大きくなりその後小さくな
る。すなわち、図１５中の右側面図に示すように、切欠き部５４２は円弧形状を有してい
る。切欠き部５４２は、アロマケース５５の着脱時に利用される。例えばアロマケース５
５をノズル５４に装着する場合には、使用者がアロマケース５５の両端部を摘まんだ状態
でアロマケース５５を挿入部５４３に挿入すると、使用者の指は切欠き部５４２に位置す
るため円滑にアロマケース５５を挿入部５４３に挿入できる。図１５中の右側面図に示す
ように、アロマケース５５の端部の一部は切欠き部５４２に露出している。このため、例
えばアロマケース５５をノズル５４から取り出す場合には、使用者は切欠き部５４２に指
を挿入させてアロマケース５５の挿入方向に伸びる側面の約１／３の領域でアロマケース
５５を摘まむことができる。これにより、使用者は、アロマケース５５が挿入部５４３か
ら加えられている力よりも強い力を両端部からアロマケース５５に加えることができるの
で、ノズル５４からアロマケース５５を容易に取り出すことができる。
【００６８】
　図１６（ａ）に示すように、アロマケース５５は、薄板形状を有している。アロマケー
ス５５は、第１箱部５５１と第１箱部５５１に対向して配置された第２箱部５５２とを有
している。また、アロマケース５５は、短辺の一方に折り曲げ部５５３を有している。第
１及び第２箱部５５１，５５２は、折り曲げ部５５３によって展開可能に形成されている
。図１６（ｂ）に示すように、アロマケース５５は、折り曲げ部５５３を回転軸として、
第１箱部５５１及び第２箱部５５４とを開いた状態とすることができる。第１箱部５５１
及び第２箱部５５４は、互いに対向する側を開口端とする箱形状を有している。このため
、第１箱部５５１及び第２箱部５５４を閉じた状態とすると、第１箱部５５１と第２箱部
５５４との間に空間が形成される。アロマケース５５は、この空間に揮発性成分含有部材
（例えば、芳香剤や消臭剤を染み込ませたシート）を保持するようになっている。第１箱
部５５１及び第２箱部５５４の表面には、複数の貫通穴５５４が形成されている。このた
め、アロマケース５５内に保持された揮発性成分含有部材の揮発性成分は、貫通穴５５４
を通って外部に放出される。乾燥装置１は、アロマケース５５から放出された揮発性成分
をホース５から送風される温風に乗せて乾燥対象物に吹きかける。例えば揮発性成分が芳
香剤や消臭剤の成分の場合、乾燥装置１は、乾燥対象物に芳香剤の香りを付加したり乾燥
対象物を消臭したりすることができる。
【００６９】
　次に、乾燥装置１の動作及び使用態様について図１から図１６を参照しつつ図１７及び
図１８を用いて説明する。図１７は、乾燥装置１の動作時の空気の流れを説明する図であ
る。なお、乾燥装置１は、動作時にホース５の屈曲部材５１を伸ばした状態で使用される
が、図１７では、屈曲部材５１が屈曲した状態（乾燥装置１の収納状態）が図示されてい
る。図１８は、乾燥装置１の使用状態の一例を説明する図である。図１８（ａ）は、乾燥
装置１の使用状態の一例の斜視図であり、図１８（ｂ）は、乾燥装置１の使用状態の一例
を乾燥装置１の第２側壁３１ｂ側から見た状態を示す図である。
【００７０】
　使用者が操作パネル３２１を操作して乾燥装置１に電源を投入すると、主回路基板３５
０がモータ９１を駆動する。これにより、モータ９１が動作してファン９２ｂが回転する
ことにより、吸気口２１及び吸気口３１２と吸気口３１３とを介して外部から筐体３の収
容空間３００に空気が吸気される。上述のとおり、ファンケース９２ａの主要な吸気口で
ある開口部９１３は、吸気口２１及び吸気口３１２が形成された第１側壁３１ａや吸気口
３１３が形成された底面部３１ｅではなく、第２側壁３１ｂに対向して配置されている。
ファンケース９２ａは、第２側壁３１ｂとの間に隙間を設けて配置されている。このため
、ファンケース９２ａと第２側壁３１ｂとの間には間隙部３１０が形成される。第２側壁
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３１ｂには、吸気口などの貫通穴が形成されておらず、第２側壁３１ｂに形成された唯一
の貫通穴３１１ｂ（図７参照）は、ねじ（不図示）によって塞がれている。このため、第
２側壁３１ｂには、筐体３外部と収容空間３００とを連通する貫通穴が形成されていない
と看做すことができる。したがって、吸気口２１及び吸気口３１２と吸気口３１３とから
それぞれ筐体３の収容空間３００に進入した空気は、間隙部３１０を通らなければ開口部
９１３からファンケース９２ａ内に進入することはできない。また、間隙部３１０は、主
回路基板３５０や送風路６などが配置されている空間よりも狭い空間となっている。この
ため、収容空間３００に吸気された空気は、送風路６が配置された空間から流速を増した
状態で間隙部３１０に流れ込む。これにより、ファン９２ｂの回転のみによるファンケー
ス９２ａ内への吸気力と比較し、本実施形態におけるファンケース９２ａ内への吸気力は
、ファン９２ｂの回転に加えて間隙部３１０への流れ込みによる流速の増大分が加わるの
で、収容空間３００に進入した空気をより効率よくファンケース９２ａ内に吸気すること
ができる。
【００７１】
　このとき、図１７に示すように、収容空間３００には、吸気口２１，３１２から筐体３
の収容空間３００内に進入した空気が主回路基板３５０、加熱部６１及びファン９２ｂの
順番に流れる流路Ｐ１が形成される。見方を変えると、乾燥装置１は、吸気口２１，３１
２から筐体３の収容空間３００内に進入した空気が主回路基板３５０、加熱部６１、間隙
部３１０及びファン９２ｂの順番に流れる通風路を備えている。乾燥装置１は、この通風
路に間隙部３１０を備えている。また、筐体３の収容空間３００には、吸気口２１，３１
２から筐体３の収容空間３００に進入した空気が流路Ｐ１ではなくモータ９１側からファ
ンケース９２ａに直接流れる流路Ｐ２も形成される。さらに、筐体３の収容空間３００に
は、吸気口３１３から筐体３の収容空間３００に進入した空気がファンケース９２ａの側
面から第２側壁３１ｂに向かい間隙部３１０に流れ込んでファン９２ｂに流れる流路Ｐ３
も形成される。また、図示は省略するが、筐体３の収容空間３００には、吸気口３１３か
ら筐体３の収容空間３００に進入した空気が主回路基板３５０、加熱部６１及びファン９
２ｂの順番に流れる流路や、吸気口３１３から筐体３の収容空間３００に進入した空気が
モータ９１側からファン９２ｂに直接流れる流路も形成される。乾燥装置１は、間隙部３
１０を有することにより、本体部３１の開口端側から見て、収容空間３００を空気が半回
転するような流路が形成され、収容空間３００の空気を強制的に撹拌して空気の滞留を防
止できる。
【００７２】
　このように、乾燥装置１は、主要な吸気口である開口部９１３を貫通穴を有さない第２
側壁３１ｂに対面させた状態で第２側壁３１ｂにファンケース９２ａを近接して配置して
いる。これにより、乾燥装置１は、筐体３の収容空間３００に流路Ｐ１を発生させ、収容
空間３００に空気が滞留するのを防止できる。加熱部６１近傍の空気の温度は上昇するも
のの、流路Ｐ１は、加熱部６１上の空間を含んで形成されるため、加熱部６１近傍の空気
は再びファン９２ｂに吸気される。このため、加熱部６１近傍の高温の空気は主回路基板
３５０側に流れないので、主回路基板３５０の温度上昇が防止される。さらに、流路Ｐ１
は、主回路基板３５０上の空間を含んで形成されるため、主回路基板３５０は、流路Ｐ１
を流れる空気によって冷却されて温度上昇が防止される。
【００７３】
　流路Ｐ１，Ｐ２，Ｐ３などからファンケース９２ａに進入した空気は、ファンケース９
２ａ、送風路６及びホース５の順番に流れる流路Ｐ４によってホース５に進入する。流路
Ｐ４は加熱部６１を含んでいるため、ホース５に進入する空気は設定値に従った温度の温
風となっている。この温風は、ホース先端部材５３の端部に設けられたノズル５４（図１
７では不図示）から乾燥装置１の外部に吐出される。ノズル５４にアロマケース５５が挿
入されている場合には、ノズル５４から吐出される温風には、アロマケース５５に設けら
れた芳香剤や消臭剤が含まれる。乾燥装置１は、使用者が操作パネル３２１を操作して設
定した乾燥時間だけ温風を乾燥対象物に吐出した後に自動的に停止する。
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【００７４】
　図１８に示すように、例えば布団を乾燥する場合には、乾燥装置１は、被載置面である
敷布団５００に背面部３１ｃを対面させた状態で敷布団上に載置される。図１８（ｂ）に
示すように、屈曲部材５１を伸ばした状態でホース５を敷布団５００上に展開する。ホー
ス先端部材５３の外形は円柱形状ではなく角柱形状を有しているため、ホース５を展開し
た状態で動きにくくなっている。掛布団５０１は、把持部３３０とホース５との間に形成
された空間部４との間に挟んだ状態で敷布団上に敷く。ホース取付部材５２の延伸方向と
同方向の把持部３３０の長さは、ホース取付部材５２の同方向の長さよりも短くなってい
る。このため、乾燥装置１は、掛布団５０１を空間部４に挿入しやすくなっている。また
、空間部４は掛布団５０１の配置位置の目安となるので、使用者は、操作パネル３２１や
ＬＥＤ表示窓３２２を露出させた状態で乾燥装置１に掛布団５０１をセットできる。これ
により、使用者は、操作パネル３２１で容易に温度を設定できたり、乾燥装置１の動作状
態をＬＥＤ表示窓３２２で確認できたりする。
【００７５】
　乾燥装置１は、ファン９２ｂの回転軸、すなわちモータ９１の回転軸９１ａを正面パネ
ル３２や背面部３１ｃが広がる面に対して平行に配置しているため、吸気口を正面パネル
３２や背面部３１ｃではなく第１側壁３１ａや底面部３１ｅに形成することができる。こ
のため、乾燥装置１は、背面部３１ｃを敷布団５００などの載置面に対面させて載置して
も吸気口３１２，３１３が塞がれないので、円滑に空気を吸気できる。
【００７６】
　図１８に示す状態で乾燥装置１の動作を開始すると、ホース５の吐出側端部に設けられ
たノズル５４から温風が敷布団５００と掛布団５０１との間に吐出されて敷布団５００及
び掛布団５０１の乾燥が開始される。ノズル５４から吐出する温風は、掛布団５０１を若
干持ち上げる。これにより、敷布団５００と掛布団５０１との間にはノズル５４から吐出
する温風が滞留する空間が形成される。この空間に滞留する温風によって敷布団５００及
び掛布団５０１が乾燥される。乾燥装置１は、ファンケース９２ａの配置場所を工夫する
ことにより、ファン９２ｂの吸気口率を向上させているため、ノズル５４から吐出する温
風の出力の向上が図られている。
【００７７】
　背面部３１ｃには、ヒータケース６１２の露出面６１２ａ（図１参照）が露出している
。露出面６１２ａは、敷布団５００に接触している。ヒータケース６１２は、ヒータ６１
１の動作に伴って温度が上昇しており、ヒータケース６１２の一部を構成する露出面６１
２ａも同様に温度が上昇している。このため、乾燥装置１は、乾燥装置１の動作中に露出
面６１２ａから敷布団５００に熱を伝えて乾燥装置１近傍に位置する敷布団５００の一定
領域を乾燥させることができる。
【００７８】
　乾燥装置１の近傍ではホース取付部材５２の高さ分だけ敷布団５００と掛布団５０１と
の間に隙間が生じる。ところで、ホース取付部材５２の側面には、この隙間に向かって開
口された吐出口５２１が形成されている。このため、筐体３から排気された温風は、ノズ
ル５４の他に吐出口５２１からも吐出される。吐出口５２１から吐出する温風は、ホース
取付部材５２近傍の敷布団５００及び掛布団５０１を乾燥する。また、この温風は、掛布
団５０１の短辺の伸びる方向に向かって吐出される。このため、この温風は、敷布団５０
０と掛布団５０１との間にホース取付部材５２の高さによって形成された隙間に向かって
吐出され、敷布団５００及び掛布団５０１の外部と、ノズル５４からの温風によって敷布
団５００と掛布団５０１との間に形成された空間とが連通するのを防止するエアシャワー
としての機能を発揮する。これにより、乾燥装置１は、敷布団５００及び掛布団５０１の
間と、外部とで空気が流出入するのを防止して、乾燥中に敷布団５００及び掛布団５０１
の間の温度が低下するのを防止できる。
【００７９】
　このように、乾燥装置１は、ノズル５４から高出力の温風を敷布団５００及び掛布団５
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０１の間に吐出することができ、乾燥装置１近傍に位置する敷布団５００の一定領域を露
出面６１２ａの熱で乾燥させることができ、ホース取付部材５２に形成された吐出口５２
１から吐出する温風によっては、ホース取付部材５２近傍の敷布団５００及び掛布団５０
１を乾燥するとともに、敷布団５００及び掛布団５０１の間と外部との空気の流出入を防
止できる。これにより、乾燥装置１は、従来の布団乾燥機に用いられているエアマットを
用いなくても、乾燥対象物である敷布団５００及び掛布団５０１を効率よく乾燥すること
ができる。
【００８０】
　乾燥対象物が例えば靴や服などの場合には、乾燥装置１を脚部３３で立たせた状態で、
ノズル５４を乾燥対象物に向けてセットし、温風を直接吹きかけて乾燥対象物を乾燥させ
る。
【００８１】
　以上説明したように、本実施形態による乾燥装置１は、第１側壁３１ａに形成された開
口部３１４ａからファンケース９２ａに向かって形成されモータ９１と並んで配置された
コード収納部３１４を有している。コード収納部３１４は、ファンケース９２ａに収納さ
れたファン９２ｂをモータ９１に軸支することによって生じる空き領域に設けられている
。このため、本実施形態によれば、筐体３の収容空間３００が有効に活用されるので、乾
燥装置１の小型化を図ることができる。
【００８２】
　乾燥装置１は、吸気口などの貫通穴を有さない第２側壁３１ｂとファンケース９２ａと
の間に形成された間隙部３１０を有している。また、ファンケース９２ａは主要な吸気口
となる開口部９１３を第２側壁３１ｂに向けて配置されている。これにより、筐体３の収
容空間３００には、吸気口２１，３１２から筐体３の収容空間３００内に進入した空気が
主回路基板３５０、加熱部６１及びファン９２ｂの順番に流れる流路Ｐ１が形成される。
これにより、乾燥装置１は、収容空間３００において空気が滞留するのを防止できる。ま
た、加熱部６１で生じる熱は、流路Ｐ１を流れる空気によってファンケース９２ａに送ら
れるので、流路Ｐ１において加熱部６１よりも上流側に配置された主回路基板３５０には
、加熱部６１で生じた熱が伝わりにくくなる。また、主回路基板３５０は、流路Ｐ１を流
れる空気によって空冷される。これにより、乾燥装置１は、主回路基板３５０の温度が上
昇するのを防止できる。
【００８３】
　乾燥装置１は、筐体３の背面側であってホース５の一端が取り付けられる吐出口３１７
の隣にホース収容部８を有している。乾燥装置１は、ホース５の屈曲部材５１の屈曲性を
利用し、他端側のホース先端部材５３をホース収容部８に収容することにより、一端に設
けらホース取付部材５２とホース先端部材５３とを隣合せた状態で収容できる。これによ
り、乾燥装置１の収納時の小型化が図れる。また、ホース先端部材５３に備えられた磁石
をホース収容部８近傍の筐体３内部に備えられた強磁性体にくっつけるだけで、ホース先
端部材５３をホース収容部８に収容することできる。このように、磁石５３１と強磁性体
３２６とを磁石５３１の磁力によりくっつけるという簡単な構成で、乾燥装置１を使用状
態から収納状態に変更でき、収納時の作業を簡略化できる。また、乾燥装置１は、収納の
ために筐体を変形させるような複雑な構造を有していない。これにより、本実施形態によ
れば、乾燥装置１の軽量化が図れる。
【００８４】
　乾燥装置１は、電源コード差込時に温度センサの抵抗値を測定する抵抗値測定回路と、
この抵抗値測定回路で測定された抵抗値が所定の閾値を超えると乾燥装置１を動作しない
ように制御する制御部とを有している。これにより、乾燥装置１は、動作開始直前の異常
（例えば、温度センサの故障）を検知することができるので、異常動作を予防できる。
【００８５】
　乾燥装置１は、背面部３１ｃにヒータケース６１２の露出面６１２ａが露出する構成を
有している。露出面６１２ａは、乾燥装置１の動作中に温度が上昇する。このため、乾燥
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装置１は、温風が吐出するホース５のノズル５４から相対的に遠くに配置される筐体３近
傍に配置される乾燥対象物を露出面６１２ａの温度を利用して乾燥させることができる。
【００８６】
　乾燥装置１は、アロマケース５５が挿入される開口部５４１と、開口部５４１を備える
挿入部５４３とを備えてホース先端部材５３に設けられたノズル５４を有している。ノズ
ル５４は、開口部５４１及び挿入部５４３を吐出側に向けて設けている。これにより、本
実施形態によれば、ノズル５４をホース先端部材５３から取り外さなくてもアロマケース
５５を着脱できるので、アロマケース５５の着脱作業が簡便かつ容易となる。
【００８７】
　乾燥装置１は、ホース取付部材５２の延伸方向と同方向に上面部３１ｄから延出する把
持部３３０と、把持部３３０とホース取付部材５２との間に形成された空間部４とを有し
ている。空間部４は、乾燥対象物の一例である掛布団の配置場所であるとともに、掛布団
の配置位置の目安となる。これにより、乾燥装置１は、使用者が誤って掛布団を筐体３に
かけた状態で動作させるのを防止できる。
【００８８】
　乾燥装置１は、筐体３の設置状態を検知する傾斜センサ１３と、筐体３の設置状態によ
って乾燥装置１の動作を停止又は継続させる動作スイッチ部７３とを有している。このた
め、乾燥装置１は、例えば吸気口３１２が被載置面に面する状態では動作を停止し、吸気
口３１３が被載置面に面する状態では動作を継続することができる。これにより、乾燥装
置１は、筐体３に収容している装置（例えば、モータ９１）が過動作となる可能性のある
場合に動作を停止して筐体３内の装置のの破損を防止できる。
【００８９】
　次に、本実施形態の変形例による乾燥装置１について図１９から図２１を用いて説明す
る。本変形例による乾燥装置１は、上記実施形態による乾燥装置１に対し、ホース収容部
の形状が異なっている点に特徴を有している。以下、上記実施形態による乾燥装置１と同
一の機能・作用を奏する構成要素には同一の符号を付し、説明は省略する。図１９は、本
変形例による乾燥装置１を左背面上方から見た斜視図である。図２０は、本変形例による
乾燥装置１の背面図である。図２１は、本変形例による乾燥装置１に備えられたホース収
容部８０の近傍を枠α内に示した拡大図である。
【００９０】
　図１９から図２１に示すように、本変形例による乾燥装置１は、ホース５のホース先端
部材５３（ホースの他端の一例）の先端が対向するホース収容部８０の上面８０ｄに形成
された突起部８０１を有している。突起部８０１は、上面８０ｄから突出して形成されて
いる。突起部８０１は、ホース収容部８０の背面８０ｄからホース収容部８０の側面８０
ａに平行に伸びる形状を有している。上面８０ｄは、上面部３１ｄの吐出口３１７が形成
された面に平行な面であり、背面８０ｃは、背面部３１ｃの開口部６１２ａが形成された
面に平行な面であり、側面８０ａは、第１側壁３１ａに平行な面である。
【００９１】
　突起部８０１は、側面８０ａに対向する側から第１側面３２ａ側に向かって徐々に高さ
が低くなる形状を有している。突出部８０１は、ホース５がホース収容部８０に収納され
たときに、側面８０ａとともにノズル５４を挟むことができる位置に形成されている。よ
り具体的に、ホース５がホース収容部８０に収納されたときに、側面８０ａはノズル５４
の取付部５４４の側面に接触し、突起部８０１は、ノズル５４の開口部５４１の外側の側
面に接触する。突起部８０１がノズル５４に接触する部位は、突起部８０１の中で最も高
さの高い部位となる。突起部８０１は、側面８０ａとともにノズル５４を挟むことができ
る。このとき、ホース先端部材５３は、磁石５３１（図１９から図２１では不図示）が筐
体３の収容空間３００に設けられた強磁性体３２６（図１９から図２１では不図示）にく
っついた状態となる。これにより、ホース収容部８０は、ホース先端部材５３をより安定
して保持できる。
【００９２】



(22) JP 2016-140753 A 2016.8.8

10

20

30

40

50

　突起部８０１は、図１９から図２１に示す形状に限られない。突起部８０１は、ホース
収容部８０の空間に配置されるホース５の先端と接触できる形状であればよい。例えば、
突起部８０１は、直方体形状であってもよい。また、突起部８０１は、第１側壁３１ａ側
に向かって湾曲する円弧形状であってもよい。また、突起部８０１は、上面８０ｄに対面
するノズル５４の先端形状に倣う形状であって、ノズル５４を差し込み可能な形状を有し
ていてもよい。また、突起部８０１は、ホース先端部材５３と接触可能な高さを有してい
てもよい。また、ホース収容部８０には、突起部８０１に加えて、背面８０ｃに対向し、
側面８０ａ側から第１側壁３１ａ側に向かって伸びる突起部をさらに有していてもよい。
この突起部は、ノズル５４に接触し、背面８０ｃとともにノズル５４を挟むことができる
位置に形成される。この突起部の形状は、突起部８０１と同じ形状であっても異なる形状
であってもよい。この突起部の形状は、突起部８０１に関する上述の種々の形状とするこ
とができる。
【００９３】
　本発明の技術的範囲は、図示され記載された例示的な実施形態に限定されるものではな
く、本発明が目的とするものと均等な効果をもたらす全ての実施形態をも含む。さらに、
本発明の技術的範囲は、請求項により画される発明の特徴の組み合わせに限定されるもの
ではなく、全ての開示されたそれぞれの特徴のうち特定の特徴のあらゆる所望する組み合
わせによって画されうる。
【符号の説明】
【００９４】
１　乾燥装置
２　蓋部
３　筐体
４　空間部
５　ホース
６　送風路
８，８０　ホース収容部
９　送風部
１１　マイコン
１３　傾斜センサ
１５　手動スイッチ
１７，１９　抵抗
２１，３１２　吸気口
２２　ツマミ部
２３，５４２　切欠き部
３１　本体部
３１ａ　第１側壁
３１ｂ　第２側壁
３１ｃ　背面部
３１ｄ　上面部
３１ｅ　底面部
３２　正面パネル
３２ａ　正面部
３２ｂ　側壁
３３　脚部
５１　屈曲部材
５１ａ，５２ａ，５３ａ，６１ａ，６２ａ，９２ｃ　内部空間
５２　ホース取付部材
５３　ホース先端部材
５３ａ　内部空間



(23) JP 2016-140753 A 2016.8.8

10

20

30

40

50

５４　ノズル
５５　アロマケース
５６，３２７，３２８　フィルタ
５７　接続部材
５５ａ　挟み部
６１　加熱部
６２　通風路
７１　制御部
７３　動作スイッチ部
７５　ＡＣ／ＤＣコンバータ
８０ａ　側面
８０ｃ　背面
８０ｄ　上面
８１，６２１　サーミスタ
９１　モータ
９１ａ　回転軸
９２ａ　ファンケース
９２ｂ　ファン
９３　固定部
９３ａ，３１１ａ，３１１ｂ，３３０ａ，５５４　貫通穴
９３ｂ，３１８，３２０ｂ　爪部
１０１　商用交流電源
３００　収容空間
３１０　間隙部
３１１ｃ，３２０ｄ　ボス
３１２，３１３　吸気口
３１４　コード収納部
３１４ａ，３１９，５４１，９１３　開口部
３１５　穴部
３１７　吐出口
３２０ａ，３２０ｃ，５２３　突出部
３２１　操作パネル
３２２　ＬＥＤ表示窓
３２３　操作回路基板
３２４　スペーサ部材
３２５　固定部材
３２６　保護部材
３２６　強磁性体
３３０　把持部
３３０ｂ　係止部
３３１　仕切板
３４０　ＬＥＤ回路基板
３５０　主回路基板
５００　敷布団
５０１　掛布団
５１２，５１３　筒部
５２１　吐出口
５２２　矩形状領域
５３１　磁石
５４３　挿入部
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５４３ａ，５４３ｂ　挟持部材
５４４　取付部
５５１，５５２　箱部
５５３　折り曲げ部
６１１　ヒータ
６１２　ヒータケース
６１２ａ　露出面
６１３　温度ヒューズ
６１４　サーモスタット
７３１，７３２，７３３　リレー
７３５　トライアック
８００　突起部
９１１　ファン配置部
９１２　排気部
Ｐ１，Ｐ２，Ｐ３，Ｐ４　流路
Ｓ１　第１面
Ｓ２　第２面

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図１９】 【図２０】

【図２１】
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